
８月２３日苫前小学校５年生１８名が羽幌町にある
ヒラメ養殖施設（北海道栽培公社羽幌事業所）を見学。
日本海ヒラメ資源の増大を図るため、当施設では毎年
おおよそ２００万匹のヒラメ稚魚を育成し、
道内における日本海沿岸に放流している。
児童たちは、採卵から育成までの作業について
学習し、ヒラメ稚魚への餌付けを体験。
施設の大きさに驚きの表情を浮かべていた。
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ヒ
ラ
メ
の
放
流
九
万
五
千
匹

八
月
十
二
日
に
日
本
海
ヒ
ラ
メ
資

源
増
大
事
業
に
よ
り
苫
前
及
び
力
昼

両
地
区
に
お
い
て
ヒ
ラ
メ
の
稚
魚
九

万
五
千
匹
が
放
流
さ
れ
た
。

ヒ
ラ
メ
は
、
羽
幌
の
道
栽
培
振
興

公
社
羽
幌
事
業
所
（
ヒ
ラ
メ
セ
ン
タ

ー
）
並
び
に
羽
幌
町

う
に
種
苗
生
産
セ
ン

タ
ー
で
五
月
に
採
卵

ふ
化
し
育
成
さ
れ
た

も
の
。
体
長
は
八

程
度
で
、
放
流
か
ら
お
お
よ
そ
三
年

で
30
か
ら
40

程
度
に
成
長
す
る
。

放
流
作
業
に
は
、
地
元
漁
業
関
係
者

四
十
名
が
参
加
し
、
ト
ラ
ッ
ク
に
積

み
込
ま
れ
た
ヒ
ラ
メ
の
稚
魚
を
籠
で

海
岸
に
移
さ
れ
、
次
々
と
海
中
へ
放

流
さ
れ
た
。
こ
の
事
業
は
、
平
成
八

年
か
ら
道
内
の
日
本
海
沿
岸
で
行
わ

れ
お
り
、
今
年
は
、
二
二
〇
万
匹

（
留
萌
管
内
四
六
万
匹
）が
放
流
さ
れ

る
。

力昼漁港で行われた放流作業には、地
元漁業者24名が協力している

追
悼
式
は
、
午
前
十
時
五
十
五
分

森
晃
一
苫
前
町
遺
族
会
長
よ
り
森
町

長
（
実
行
委
員
長
）
へ
戦
没
者
名
簿

を
手
渡
し
、
祭
壇
に
献
上
。
参
列
者

全
員
に
よ
り
「
君
が
代
」
を
斉
唱
し
、

サ
イ
レ
ン
と
共
に
戦
没
者
に
対
し
、

黙
と
う
を
捧
げ
始
ま
っ
た
。

森
町
長
か
ら
は
「
わ
が
国
は
今
、

平
和
の
礎
と
な
ら
れ

た
ご
英
霊
の
ご
加
護

と
国
民
の
た
ゆ
ま
ぬ

努
力
に
よ
り
発
展
を

続
け
た
。
平
和
で
豊

か
な
今
日
こ
そ
、
不

幸
な
歴
史
を
反
省
し
、

若
い
世
代
に
語
り
継

ぎ
、
豊
か
な
町
づ
く

り
の
た
め
、
一
層
努

力
を
積
み
重
ね
ま

す
。」と
式
辞
を
述
べ

た
。引

き
続
き
、「
追
悼

の
こ
と
ば
」
が
星
野

町
議
会
議
長
、
北
海

戦後59年目を迎える８月20日、無宗教での開催（９回目）
となる苫前町戦没者追悼式が、苫前町福祉センター大ホール
において、遺族らと関係者約80名が参列し、しめやかに執り
行われた。

苫前町戦没者追悼式

道
知
事
（
星
野
厚
留
萌
支
庁
社
会
福

祉
課
長
代
理
）、北
海
道
連
合
遺
族
会

長
（
吉
田
貞
祐
遠
別
町
遺
族
会
長
代

理
）、森
町
遺
族
会
長
か
ら
捧
げ
ら
れ
、

「
半
世
紀
を
超
え
る
時
の
流
れ
で
、悲

惨
な
戦
争
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
ぬ
よ

う
、
尊
い
犠
牲
を
忘
れ
ず
、
平
和
を

願
う
こ
と
が
、
御
霊
の
安
ら
ぎ
で
あ

り
、
た
た
え
る
道
」
と
つ
ら
く
悲
し

い
歴
史
と
人
命
の
尊
さ
を
偲
び
、
感

慨
深
く
述
べ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
戦

死
さ
れ
た
百
二
十
二
柱
の
御
霊
に
は
、

参
列
者
か
ら
白
菊
が
献
花
さ
れ
、
と

こ
し
え
の
安
ら
ぎ
を
願
っ
た
。

ま
た
遺
族
会
で
は
、
追
悼
式
終
了

後
、
午
後
零
時
十
五
分
よ
り
苫
前
神

社
社
務
所
に
お
い
て
、
招
魂
祭
が
し

め
や
か
に
執
り
行
わ
れ
、
亡
き
御
霊

に
哀
悼
の
意
を
捧
げ
て
い
た
。

122柱の御霊！安らかに
平和の願いをこめて

とこしえの安らぎを願い、参列者から
白菊が献花される

苫前町戦没者追悼式

セ
ン
チ

セ
ン
チ

コンブ漁で活気
浜辺はコンブ一色
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平
成
十
六
年
度
北
海
道
社
会
貢
献

賞
（
社
会
事
業
関
係
功
労
者
）
が
民

生
委
員
児
童
委
員
で
あ
る
佐
武
正
幸

（
字
九
重
＝
68
才
）さ
ん
と
伊
藤
数
子

（
字
古
丹
別
＝
72
才
）さ
ん
に
受
賞
さ

両
民
生
委
員

社
会
貢
献
賞
受
賞

佐
武
正
幸

伊
藤
数
子

れ
、
八
月
五
日
町
民
生
委
員
協
議
会

定
例
会
の
席
上
、
森
町
長
か
ら
表
彰

状
が
伝
達
さ
れ
た
。

受
賞
し
た
お
二
人
は
、
昭
和
五
十

五
年
十
二
月
に
任
命
さ
れ
て
以
来
、

二
十
三
年
九
か
月
民
生
委
員
と
し
て

活
動
し
、
地
域
福
祉
行
政
の
良
き
相

談
者
と
し
て
地
域
に
お
け
る
諸
問
題

解
決
に
尽
力
し
て
い
る
。

佐
武
さ
ん
は
、
九
重
地
区
の
町
内

会
役
員
や
駐
在
員
を
長
年
務
め
な
が

ら
、
地
域
の
自
主
的
な
活
動
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
伊
藤
さ
ん
も
日
本

赤
十
字
社
苫
前
町
奉
仕
団
委
員
長
を

歴
任
後
、
現
在
は
団
員
と
し
て
、
後

進
の
指
導
や
育
成
に
努
め
て
い
る
。

森町長から表彰状及び記念品を受ける
伊藤数子民生委員

英語指導助手のコニー・ジャレ
ットさんに変わり、新たにオリヴ
ァ・デヴィスさんが赴任いたしま
したので、紹介いたします。
「私は、オリ
ヴァ・デヴィス
といいます。
「オリー」と呼
んでください。
イギリスの歴史
のある街ウィンチェスターから来ました。私の家族
は、両親と兄１人、弟２人、妹２人と大家族の中で
育ちました。私の趣味は、読書と音楽鑑賞、そして
クロスカントリー（陸上）です。苫前町の一員にな
れてとても嬉しく思います。皆さんとふれあいたい
と思っていますので、気軽に声をかけてください。」
と明るく語ってくれた。多少、アルコールもいける
そうで、ビールならキネスビール（イギリス）かサ
ッポロビールが好みとか！

こんにちは、オリーです。

未
経
産
牛
第
五
部
で

中
嶋
さ
ん
一
位
（
一
等
一
席
）

道
北
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会

八
月
五
〜
六

日
豊
富
町
で
開

催
さ
れ
た
道
北

ホ
ル
ス
タ
イ
ン

共
進
会
に
お
い

て
、
苫
前
町
か

ら
出
場
し
て
い

た
中
嶋
卓
広
さ

ん
（
字
岩
見
）
の
未
経
産
牛
ク
レ
ス

タ
レ
デ
ュ
ッ
ク
ヒ
ロ
イ
ン
（
右
写
真
）

が
第
五
部
（
18
か
月
以
上
21
か
月
未

満
）
で
見
事
一
位
と
な
っ
た
。

同
共
進
会
は
道
北
で
育
成
さ
れ
て

い
る
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
百
九
十
七
頭
が

出
場
し
、
十
三
部
門
に
お
い
て
競
わ

れ
、
町
内
か
ら
は
町
共
進
会
を
勝
ち

抜
い
た
十
四
頭
が
出
場
、
う
ち
七
頭

が
入
賞
し
、
三
頭
が
全
道
大
会
へ
出

場
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

全
道
大
会
出
場
（
九
月
十
〜
十
二

日
早
来
町
）
は
次
の
と
お
り
。

▽
第
一
部
（
８
か
月
以
上
10
か
月
未

満
）
フ
ォ
ー
カ
ス
ト
ダ
ー
ハ
ム
チ
ャ

ー
マ
ー
（
丹
羽
太
貴
＝
岩
見
）
一
等

二
席
▽
第
五
部
（
18
か
月
以
上
21
か

月
未
満
）
ク
レ
ス
タ
レ
デ
ュ
ッ
ク
ヒ

ロ
イ
ン
（
中
嶋
卓
広
＝
字
岩
見
）
一

等
一
席
▽
第
十
二
部
（
５
歳
以
上
６

歳
未
満
の
経
産
牛
）
ク
レ
ス
タ
ミ
ッ

ド
ナ
イ
ト
ジ
ュ
ラ
ー
（
中
嶋
卓
広
＝

字
岩
見
）
二
等
一
席

氏　名：OLIVER・DEVIES・TOBY・DUNDAS
オ リ ヴ ァ ・ デ ヴ ィ ス ・ ト ビ ー ・ デ ュ ン ダ ス

国　籍：英国
生年月日：1980年6月17日（24歳）
出身大学：オックスフォード大学
日本語力：あいさつ程度

道
北
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
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★凄い所ですね。ビックリしました。ここなら熊が出

るのもわかります。 （15.8.14札幌市男性）

★おばあちゃんを連れて２回目見に来ました。とても

怖くて友人もビックリしていました。

（15.8.15札幌市　女性）

★小説を読んで以来、この地に関心を抱き続け、今日

初めて訪れ、惨劇の凄まじさと往時の開拓民の生活

の貧しさに驚きました。開拓者が、その生活の窮状

に耐えなければならなかったことは、人づてに聞か

されていましたが、小屋の中を窺
うかが

い、その貧しさに

胸を突かれました。これは、熊の凶暴さ以上に恐怖　

です。 （15.8.15石川県　男性）

★開拓民の方々の犠牲のもとに「今の北海道があるん

だ」と思うと感慨深い。 （15.8.25札幌市　女性）

苫前町イメージアップ苫前推進協議会

～感想記帳拾い読み～その三～

八
月
十
五
日
夏
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
恒
例
と
な
っ
た
「
ふ
る
さ
と
ま
つ

り
」
が
、
各
町
内
会
な
ど
を
中
心
に

苫
前
、
古
丹
別
、
力
昼
の
三
地
区
で
、

帰
省
客
を
含
む
お
お
よ
そ
二
千
人
が

集
い
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
だ

っ
た
が
夕
方
に
は
持
ち
直
し
、
秋
の

気
配
を
感
じ
る
涼
し
い
中
、
盆
踊
り

や
各
種
ゲ
ー
ム
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、

抽
選
会
な
ど
そ
の
地
区
の
特
色
を
活

か
し
な
が
ら
、
お
盆
ム
ー
ド
を
盛
り

上
げ
て
い
た
。

来
場
者
の
中
に
は
浴
衣
姿
の
方
も

多
く
、
出
店
で
の
串
焼
き
や
お
で
ん
、

ビ
ー
ル
な
ど
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、

帰
省
客
な
ど
と
の
再
会
に
喜
び
、
昔

話
に
会
話
を
弾
ま
せ
て
い
た
。
ま
た
、

盆
踊
り
で
は
、
か
わ
い
い
幼
児
の
浴

衣
姿
を
は
じ
め
、
へ
そ
踊
り

や
カ
ー
ニ
バ
ル
な
ど
に
扮
装

し
た
仮
装
者
も
参
加
し
、
会

場
を
盛
り
上
げ
て
い
た
。

生
連
労
働
組
合
苫
前
分
会
（
分
会
長

大
野
竜
一
）
と
の
共
催
に
よ
り
夏
ま

つ
り
を
開
催
。
ま
つ
り
に
は
、
入
院

患
者
や
家
族
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち

六
十
名
が
参
加
。

綿
飴
や
お
面
な
ど
が
用
意
さ
れ
た

ほ
か
、
輪
投
げ
や
お
も
ち
ゃ
の
金
魚

す
く
い
な
ど
ゲ
ー
ム
で
、
子
ど
も
た

ち
と
入
院
患
者
が
夏
ま
つ
り
を
楽
し

ん
で
い
た
。
患
者
の
中
に
は
、
十
数

年
ぶ
り
と
な
る
綿
飴
の
味
に
「
と
て

も
美
味
し
く
、
楽
し
い
で
す
ね
！
」

と
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
て
い
た
。

主
催
し
た
大
野
苫
前
分
会
長
は
、

「
入
院
し
て
い
る
患
者
さ
ん
は
、
外
へ

出
る
機
会
が
少
な
い
の
で
、
子
ど
も

た
ち
と
夏
ま
つ
り
気
分
を
味
わ
っ
て

戴
け
れ
ば
！
」
と
盛
況
ぶ
り
に
満
足

し
て
い
た
。

七
月
二
十
八
日
苫
前
厚
生
病
院

（
院
長
石
川
典
俊
）
で
は
、
北
海
道
厚

厚
生
病
院
で
も

夏
ま
つ
り

会場となった苫前厚生病院２階ロビー

嗜好を凝らした仮装盆踊りに観衆も大喜び

小気味良い太鼓のリズムに合わせ、子どもも大人も踊りだす

会場に設置された出店やゲー

ム、カラオケ、抽選会を楽し

む来場者。力昼では、ビール

早飲みで女性が１位に！
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北留萌消防組合消防署苫 前 支 署　�４-２３２１
〃　　　　古丹別支署　�５-４１１９

町
交
通
安
全
協
会
で
は
、
八
月
十

九
日
を
「
バ
イ
ク
の
日
」
と
し
て
通

行
す
る
ラ
イ
ダ
ー
を
対
象
に
、
交
通

安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
た
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
晴
天
の
中
午

前
十
時
半
か
ら
役
場
駐
車
場
で
行
わ

れ
、
通
行
す
る
ラ
イ
ダ
ー
た
ち
は
、

羽
幌
警
察
署
員
の
協
力
に
よ
り
休
憩

所
へ
誘
導
さ
れ
た
。

戸
惑
い
な
が
ら
も
バ
イ
ク
を
降
り

用
意
さ
れ
た
苫
前
産
ス
イ
ー
ト
コ
ー

ン
や
か
ぼ
ち
ゃ
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
食

べ
る
ラ
イ
ダ
ー
た
ち
は
、
思
わ
ず

「
お
い
し
い
」
と
そ
の
味
に
感
激
す

る
と
と
も
に
状
況
を
把
握
。
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
道
外
旅
行
者
で
あ
り
、
福

岡
県
の
佐
田
光
さ
ん
（
31
才
）
は
、

「
北
海
道
は
食
べ
物
が
お
い
し
く
て
、

道
路
も
走
り
や
す
く
最
高
。」
と
、

他
の
ラ
イ
ダ
ー
た
ち
と
交
通
情
報
や

観
光
情
報
な
ど
を
交
換
し
、
ひ
と
と

き
の
オ
ア
シ
ス
を
楽
し
ん
だ
。

八
月
二
十
日
苫
前
商
業
高
校

（
校
長
眞
屋
岩
男
・
生
徒
88
名
）
は
、

豊
か
な
体
験
活
動
推
進
事
業
の
一

環
と
し
て
、
在
宅
高
齢
者
宅
や
商

店
街
な
ど
の
窓
拭
き
清
掃
や
草
刈

な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
展
開

し
た
。

作
業
は
十
二
時
三
十
分
か
ら
各

班
に
別
れ
、
高
齢
者
住
宅
八
件
、

商
店
等
施
設
二
十
一
件
で
行
わ
れ
、

高
齢
者
は
「
高
い
と
こ
ろ
は
普
段

手
の
届
か
な
い
の
で
、
と
て
も
き

れ
い
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。」
と
生
徒
た
ち
に
声
を
か

け
、
感
謝
し
て
い
た
。

在
宅
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

草
刈
・
窓
拭
き
支
援

８バ

月
１
９
イ

ク

日
は
バ
イ
ク
の
日

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

７月３１日現在、救急出動件数が最多であった昨年同期の
数を大きく上回っています。それに伴い搬送人数も増加し
ており、特に急病での出動が全体の約７割を占めています。

苫前町内から携帯電話で１１９番通報すると、右
の図のような通報の流れになるため、町名、地区名、近く
にある大きな建物等をより詳しく伝える必要があり、出動
時間にも若干の遅れが生じますので、できれば市外局番を
つけて一般電話に通報して下さい。

注意 

①救急車を要請するときは、まず１１９番に
あわてずはっきりと状況を通報する。
②なるべく詳しい場所を伝える。
③状況を簡潔に伝える。
（誰が、いつから、どうのような状態になったか）

救急車の呼び方

☆携帯電話からの119番通報の流れ

１
１
９
番
通
報

稚
内
消
防

羽
幌
消
防

古
丹
別
消
防

⇒ ⇒ ⇒

商店の窓拭きに汗を流す生徒たち

苫商高

西
村
亙
さ
ん
全
国
一
周
で
来
町

交
通
死
亡
事
故
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

八
月
二
十
日
愛
知
県
名
古
屋
市
の

西
村
亙
さ
ん
（
70
才
）
が
、
交
通
死

亡
事
故
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
苫
前

町
を
訪
れ
、
悲
惨
な
死
亡
交
通
事
故

撲
滅
の
た
め
交
通
安
全
を
呼
び
か
け

る
と
と
も
に
、「
日
々
是
自
覚
」
と
自

書
さ
れ
た
色
紙
を
町
へ
寄
贈
し
た
。

西
村
さ
ん
は
、
北
海
道
清
水
町
の

出
身
で
、
道
内
で
の
死
亡
事
故
が
多

く
、
全
国
で
年
間
一
万
人
近
い
命
が

失
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
十
七

年
前
か
ら
全
国
を
走
り
回
り
、
こ
れ

ま
で
三
十
四
道
県
千
七
百
六
十
五
市

町
村
を
訪
れ
て
い
る
。



風
車
群
と
日
本
海
の
景
観
を

ホ
ー
ス
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
で
楽
し
む
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第
二
十
五
回
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
八
月
八
日
苫
前
野
球
場
を
メ

イ
ン
会
場
に
開
催
さ
れ
、
古
豪
ト
リ

第
25
回
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

古
豪
ト
リ
プ
ル
パ
ワ
ー
ズ
優
勝
（
三
年
ぶ
り
五
度
目
）

プ
ル
パ
ワ
ー
ズ
（
監
督
佐
藤
閧
夫
）

が
三
年
ぶ
り
五
度
目
と
な
る
優
勝
を

飾
っ
た
。

大
会
は
晴
天
の
中
、
九
チ
ー
ム
百

十
六
名
が
参
加
。
グ
ラ
ン
ド
気
温
三

十
度
に
達
す
る
真
夏
の
日
差
し
が
照

り
つ
け
る
な
か
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
た
。
試
合
は
、
リ
ー
グ
戦
に
よ
る

予
選
を
勝
ち
抜
い
た
ト
リ
プ
ル
パ
ワ

ー
ズ
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
橋
場
、
ス
ー

パ
ー
報
道
・
公
民
館
の
三
チ
ー
ム
で
、

決
勝
リ
ー
グ
が
行
わ
れ
、
強
豪
ト
リ

プ
ル
パ
ワ
ー
ズ
が
圧
倒
的
な
強
さ
で

他
を
寄
せ
付
け
ず
見
事
優
勝
。
二
位

に
は
ス
ー
パ
ー
報
道
・
公
民
館
、
三

位
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
橋
場
と
い
う
結

果
と
な
っ
た
。

風
車
群
と
日
本
海
の
景
観
を

ホ
ー
ス
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
で
楽
し
む

第
18
回
日
本
海
オ
ロ
ロ
ン
ラ
イ
ン
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
国
際
大
会

リ
レ
ー
の
部

合
田
眞
智
子

初
優
勝

八
月
二
十
二
日
上
平
模
範
牧
場
で
ホ

ー
ス
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
イ
ン
ウ
イ
ン
ビ
ラ

牧
場
「
馬
と
あ
そ
ぼ
う
！
３
」
が
開
催

さ
れ
、
晴
天
の
な
か
二
百
五
十
名
の
乗

馬
愛
好
者
や
親
子
連
れ
な
ど
で
賑
わ
っ

た
。こ

の
事
業
は
町
商
工
会
青
年
部
が
主

体
と
な
り
、
農
協
青
年
部
や
北
海
道
う

ま
の
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
の
協
力
の

下
行
わ
れ
今
年
で
三
年
目
。

管
内
で
は
乗
馬
で
き
る
施
設
が
無
く
、

年
に
一
度
の
ホ
ー
ス
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
が

今
年
で
十
八
回
目
と
な
る
国
内
最

長
の
レ
ー
ス
「
日
本
海
オ
ロ
ロ
ン
ラ

イ
ン
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
」
が
八

月
二
十
九
日
留
萌
管
内
を
舞
台
に
開

催
さ
れ
、
苫
前
町
か
ら
出
場
し
た
三

選
手
と
リ
レ
ー
三
チ
ー
ム
（
四
名
）

が
見
事
完
走
。
稚
内
の
メ
ン
バ
ー
と

合
同
チ
ー
ム
で
挑
ん
だ
合
田
眞
智
子

選
手
（
45
才
＝
字
旭
）
が
リ
レ
ー
の

部
で
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

大
会
は
、
増
毛
港
を
午
前
六
時
三

十
分
号
砲
と
と
も
に
ス
タ
ー
ト
。
競

技
は
、
水
泳
二
　
、
自
転
車
二
〇
〇

・
九
　
、
マ
ラ
ソ
ン
四
一
・
八
　
の

総
距
離
二
四
七
・
七
　
で
競
わ
れ

た
。天

候
は
穏
や
か
な
曇
り
空
で
、
競

技
は
例
年
に
無
い
ハ
イ
ペ
ー
ス
で
進

み
、
午
後
か
ら
は
青
空
が
覗
く
な
ど

選
手
に
と
っ
て
は
厳
し
い
暑
さ
と
ス

ピ
ー
ド
と
の
戦
い
と
な
っ
た
。

そ
の
中
で
リ
レ
ー
の
部
は
、
マ
ラ

ソ
ン
競
技
に
入
り
合
田
選
手
と
苫
前

ア
イ
ア
ン
マ
ン
チ
ー
ム
で
初
出
場
し

た
三
木
昌
子
選
手
（
23
才
＝
字
古
丹

別
）
と
が
、
デ
ッ
ド
ヒ
ー
ト
を
繰
り

広
げ
、
中
盤
粘
り
強
い
走
り
で
抜
け

出
し
た
合
田
選
手
が
、
優
勝
の
ゴ
ー

ル
を
駆
け
抜
け
た
。
優
勝
の
喜
び
に

沸
く
合
田
選
手
は
「
チ
ー
ム
の
心
は

ひ
と
つ
と
思
い
続
け
、
走
り
続
け
ま

し
た
。
す
っ
ご
く
う
れ
し
い
。」と
喜

び
を
語
っ
て
く
れ
た
。

一
方
個
人
競
技
で
は
、
佐
藤
隆
裕

選
手
が
、
昨
年
の
タ
イ
ム
よ
り
十
三

分
縮
め
、
順
位
も
一
二
二
位
か
ら
一

一
二
位
へ
と
上
げ
た
。
少
し
遅
れ
て

ゴ
ー
ル
し
た
婚
約
者
の
斉
藤
明
子
選

手
（
留
萌
市
）
と
の
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
会
場
か
ら

大
き
な
拍
手
と
歓
声
が
沸
き
あ
が
り
、

二
重
の
喜
び
と
な
っ
た
。

な
お
、
大
会
は
三
千
名
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で

支
え
ら
れ
、

出
場
選
手

・
チ
ー
ム

三
百
十
七

名
中
二
百

六
十
二
名

が
完
走
を

果
た
し
た
。

楽
し
め
る
と
あ
っ
て
、
町
内
外
か
ら
多

く
の
人
が
つ
め
か
け
、
ポ
ニ
ー
や
ど
さ

ん
こ
の
乗
馬
を
体
験
す
る
と
と
も
に
、

牧
場
内
に
あ
る
四
十
二
基
の
風
車
群
と

天
売
と
焼
尻
の
離
島
が
浮
か
び
上
が
る

日
本
海
の
景
観
を
堪
能
し
た
。

ま
た
、
青
空
と
緑
の
大
地
に
林
立
す

る
白
い
風
車
群

の
中
を
駆
け
巡

る
乗
馬
の
姿
を

撮
影
し
よ
う
と

写
真
愛
好
家
も

来
場
し
、
シ
ャ

ッ
タ
ー
チ
ャ
ン

ス
を
窺

う
か
が

っ
て
い

た
。

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｏ
Ｆ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

選
手(

)

ゴール後、ウエディングセレモニー
で幸せいっぱいの佐藤・斉藤両選手

合田真智子選手がチームメイトとともに優勝のゴール！

苫前町出場選手の結果
順位

72

112

146

1

氏　名

出 野 浩 司

佐 藤 隆 裕

伊 藤 　 優

水　泳

40:41

40:09

37:08

自転車

6:16:33

6:40:58

6:30:02

マラソン

4:53:48

5:00:58

5:41:00

総合タイム

11:51:02

12:22:05

12:48:10

リレーの部

TOP OF JAPAN
古川香織里

39:02 
舘山　孝利

6:04:35 
合田真智子

4:13:48 10:57:25

赤松　弥生

41:25 
川勝　康弘

5:53:21 
三木　昌子

4:50:51 11:25:38

秋元ゆき子

44:08 
葛西　健二

6:36:24 
服部　千春

6:02:28 13:23:01

苫前IRONMAN

K e n j i

4

13

キ
ロ

キ
ロ

キ
ロ

キ
ロ
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横
　
綱

張
横
綱

大
　
関

張
大
関

関
　
脇

関
　
脇

小
　
結

小
　
結

前
阪
シ
ノ

中
山
俊
夫

谷
田
カ
ヤ

齊
藤
ハ
ツ
ヨ

石
川
マ
サ
ノ

田
口
ヨ
シ
ヱ

丸
山
由
藏

河
野
ヤ
エ

（
女
）

（
男
）

（
女
）

（
女
）

（
女
）

（
女
）

（
男
）

（
女
）

10598979594939393
（
32
・
６
・
20
）

（
39
・
２
・
15
）

（
40
・
４
・
１
）

（
42
・
１
・
５
）

（
43
・
１
・
27
）

（
43
・
10
・
15
）

（
43
・
11
・
25
）

（
44
・
１
・
18
）

苫
　
前

古
丹
別

旭
古
丹
別

香
　
川

古
丹
別

力
　
昼

栄
　
浜

前
頭２３４５６７８９10111213

旭
苫
　
前

旭旭
力
　
昼

古
丹
別

旭
古
丹
別

東
　
川

苫
　
前

旭旭
古
丹
別

松
　
原
　
ミ
サ
ヲ

栃
　
原
　
チ
　
ヨ

佐
　
野
　
信
　
利

川
　
村
　
琴
　
子

佐
々
木
　
壽
　
美

宮
　
川
　
カ
ズ
ヱ

古
　
谷
　
�
　
尾

石
　
川
　
ハ
ル
ヱ

滝
　
本
　
ウ
　
タ

西
　
田
　
フ
　
ヨ

竹
　
内
　
ハ
　
ギ

服
　
部
　
百
太
郎

立
　
松
　
吉
　
信

93939392929292929191919191

（
女
）

（
女
）

（
男
）

（
女
）

（
女
）

（
女
）

（
女
）

（
女
）

（
女
）

（
女
）

（
女
）

（
男
）

（
男
）

14151617181920212223242526

香
　
川

旭
古
丹
別

苫
　
前

香
　
川

旭
　
　

力
　
昼

古
丹
別

旭
　

苫
　
前

古
丹
別

苫
　
前

香
　
川

�
　
木
　
繁
　
雄

佐
々
木
　
す
　
み

廣
　
瀬
　
せ
　
つ

今
　
野
　
花
　
子

相
　
馬
　
ヨ
シ
ヱ

横
　
岡
　
ヨ
　
子

春
　
國
　
タ
ケ
ホ

角
　
道
　
ト
メ
ノ

佐
　
藤
　
ク
　
ニ

奥
　
�
　
ヤ
　
ヱ

菅
　
原
　
た
　
け

伊
　
藤
　
千
　
代

鴨
　
田
　
春
　
枝

91909090909090909089898989

（
男
）

（
女
）

（
女
）

（
女
）

（
女
）

（
女
）

（
女
）

（
女
）

（
女
）

（
女
）

（
女
）

（
女
）

（
女
）

2728293031323334353637

旭旭
苫
　
前

力
　
昼

苫
　
前

九
　
重

長
　
島

東
　
川

小
　
川

長
　
島

栄
　
浜

加
　
藤
　
ヨ
シ
ヱ

竹
　
内
　
キ
　
ヨ

石
　
川
　
一
　
好

丸
　
山
　
チ
　
ヨ

星
　
野
　
サ
　
ダ

村
　
上
　
ア
　
キ

伊
　
藤
　
菊
　
治

合
　
田
　
ヨ
シ
ヱ

只
　
石
　
由
　
雄

水
　
谷
　
ツ
ユ
子

只
　
石
　
政
　
雄

8989888888888888888888

（
女
）

（
女
）

（
男
）

（
女
）

（
女
）

（
女
）

（
男
）

（
女
）

（
男
）

（
女
）

（
男
）

横
　
綱

張
横
綱

大
　
関

張
大
関

関
　
脇

関
　
脇

小
　
結

小
　
結

佐
々
木
ナ
ツ

横
内
　
フ
ヨ

斉
藤
チ
サ
子

鹿
内
ミ
ユ
キ

竹
橋
チ
ヨ

中
嶋
カ
ツ
エ

伊
藤
ミ
サ
ヲ

今
　
千
代
野

（
女
）

（
女
）

（
女
）

（
女
）

（
女
）

（
女
）

（
女
）

（
女
）

9997969594939393
（
37
・
９
・
15
）

（
40
・
１
・
13
）

（
41
・
８
・
４
）

（
42
・
５
・
５
）

（
43
・
８
・
15
）

（
43
・
11
・
５
）

（
44
・
１
・
９
）

（
44
・
３
・
15
）

力
　
昼

旭旭
古
丹
別

苫
　
前

岩
　
見

旭
古
丹
別

前
頭２３４５６７８９10111213

旭旭
上
　
平

古
丹
別

旭旭
古
丹
別

九
　
重

長
　
島

古
丹
別

古
丹
別

苫
　
前

旭

萩
　
原
　
コ
ハ
ル
　

佐
　
藤
　
美
登
利

名
古
屋
　
隆
　
一

橋
　
場
　
ツ
　
ヨ

伊
　
藤
　
ト
　
キ
　

水
　
谷
　
勇
　
一

山
　
本
　
由
　
雄
　

倉
　
田
　
タ
　
マ

丹
　
羽
　
元
　
一
　

�
　
鍋
　
一
　
雄

伊
　
藤
　
サ
　
ク
　

葛
　
西
　
庄
太
郎
　

武

藤

　

勇

93939292929292929191919191

（
女
）

（
女
）

（
男
）

（
女
）

（
女
）

（
男
）

（
男
）

（
女
）

（
男
）

（
男
）

（
女
）

（
男
）

（
女
）

14151617181920212223242526

古
丹
別

苫
　
前

苫
　
前

三
　
渓

苫
　
前

九
　
重

古
丹
別

古
丹
別

苫
　
前

苫
　
前

上
　
平

苫
　
前

旭

関
　
　
　
ツ
　
ル

佐
　
藤
　
ヒ
　
ナ

半
　
澤
　
　
　
武

林
　
　
　
ミ
サ
ヲ

齊
　
藤
　
と
　
め

佐
　
野
　
美
　
津

宇
　
草
　
キ
　
ク

服
　
部
　
ス
ヱ
ノ

山
　
田
　
チ
　
ヨ

宇
佐
美
　
　
　
武

白
　
府
　
サ
　
ワ

山
　
本
　
　
　
武

宮
　
越
　
政
　
春

91909090909090908989898989

（
女
）

（
女
）

（
男
）

（
女
）

（
女
）

（
女
）

（
女
）

（
女
）

（
女
）

（
男
）

（
女
）

（
男
）

（
男
）

2728293031323334353637

古
丹
別

古
丹
別

古
丹
別

旭
苫
　
前

苫
　
前

興
　
津

古
丹
別

苫
　
前

力
　
昼

長
　
島

後
　
藤
　
ナ
　
ツ

近
　
藤
　
と
き
よ

立
　
松
　
レ
　
ヱ

伊
　
藤
　
豊
　
則

猪
　
股
　
勇
　
治

篠
　
原
　
辰
　
夫

伊
　
藤
　
マ
ツ
ノ

宮
　
�
　
ヨ
シ
ヱ

三
　
國
　
文
　
義

奥
　
山
　
ウ
　
タ

猫
　
島
　
一
　
義

8989888888888888888888

（
女
）

（
女
）

（
女
）

（
男
）

（
男
）

（
男
）

（
女
）

（
女
）

（
男
）

（
女
）

（
男
）

明
治

明
治
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霧雨と暑さに耐えた７日間。13名が560km完走！

とままえふるさと塾
自転車ツーリング

７月26日から７日間かけて、自転車ツーリングにより560
ｋｍ離れた根室市からゴール苫前町を目指していた小中学生
15人中13名が、８月１日午後４時15分とままえ温泉ふわっと
前広場に無事ゴールを果たした。

自
転
車
ツ
ー
リ
ン
グ
は
、
一
昨
年

の
支
笏
湖
往
復
、
昨
年
の
函
館
に
続

き
三
回
目
。
今
年
は
狩
勝
峠
を
含
む

五
六
〇
　
と
最
長
コ
ー
ス
。
宿
泊
は
、

各
地
域
の
会
館
や
旧
校
舎
な
ど
を
借

り
な
が
ら
の
自
炊
生
活
で
、
七
日
間

を
過
ご
し
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
根
室

か
ら
釧
路
に
か
け
て
濃
い
霧
に
悩
ま

さ
れ
、
後
半
の
浦
幌
か
ら
は
猛
暑
に

耐
え
な
が
ら
、
行
く
先
々
の
観
光
名

勝
で
記
念
撮
影
す
る
な
ど
逞

た
く
ま

し
く
、

元
気
に
ペ
ダ
ル
を
踏
み
続
け
た
。

ス
タ
ー
ト
三
日
目
に
は
、
体
調
不

良
及
び
家
庭
の
事
情
に
よ
り
二
名
が

リ
タ
イ
ヤ
す
る
が
、
五
日
目
コ
ー
ス

の
難
所
で
あ
る
狩
勝
峠
（
勾
配
六
四

〇
　
上
り
坂
一
〇
　
）
を
十
三
名
全

て
が
登
り
き
っ
た
。
六
日
目
の
宿
泊

地
深
川
で
は
、「
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
、
思
わ
ず
子
ど
も

た
ち
も
踊
り
に
参
加
。
最
終
日
に
は
、

曇
り
空
で
気
温
も
涼
し
く
絶
好
の
サ

イ
ク
リ
ン
グ
日
と
な
り
、
疲
れ
気
味

の
子
ど
も
た
ち
も
最
後
の
力
を
振
り

絞
り
、
感
動
の
ゴ
ー
ル
。

引
率
で
参
加
し
た
旭
川
教
育
大
学

生
中
村
洋
さ
ん
は
「
普
段
の
生
活
で

体
験
で
き
な
い
こ
と
が
多
く
、
子
ど

も
た
ち
は
一
段
と
逞
し
く
な
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
こ
の
経
験
を
糧
に
、

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ

い
。」と
ゴ
ー
ル
し
た
子
ど
も
た
ち
に

声
を
か
け
て
い
た
。

子
ど
も
た
ち
は
誰
も
が
「
と
に
か

く
、
休
み
た
い
。」と
の
口
々
に
し
て

い
た
が
、
増
毛
町
か
ら
参
加
し
て
い

た
中
学
生
二
名
は
、
さ
ら
に
増
毛
町

の
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ペ
ダ
ル
を
踏
み

し
め
元
気
に
帰
路
に
向
か
っ
た
。

無事ゴールを果たし互いの健闘を喜ぶ子どもたちと引率者

↑狩勝峠も元気に頂上到達
（写真上）

顔には、完走への喜びがペイ
ントされ、元気よくゴールす
る子どもたち（写真下）↓

根室市別当賀夢原館をスタート

苫
前
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協

議
会
（
会
長
長
澤
ま
ゆ
み
）
で
は
、

夏
休
み
恒
例
の
ラ
ジ
オ
体
操
会
を
苫

前
小
学
校
校
舎
前
で
、
七
月
二
十
四

日
か
ら
八
月
十
日
ま
で
の
十
八
日
間

実
施
し
た
。

こ
の
ラ
ジ
オ
体
操
会
は
、
郵
政
公

社
苫
前
郵
便
局
の
協
賛
に
よ
り
、
延

べ
七
百
二
十
九
名
の
子
ど
も
や
父
母

ら
が
参
加
し
、
一
日
平
均
四
十
名
が

顔
を
そ
ろ
え
る
盛
況
ぶ
り
。

体
操
は
午
前
六
時
三
十
分
「
新
し

い
朝
が
来
た
。
…
」
で
お
馴
染

な

じ

み
の

「
ラ
ジ
オ
体
操
の
歌
」で
始
ま
り
、
ラ

ジ
オ
体
操
第
一
、
第
二
が
ラ
ジ
オ
か

ら
流
れ
、
眠
い
顔
を
こ
す
り
な
が
ら

も
子
ど
も
た
ち
は
元
気
に
動
き
出
し

た
。体

操
終
了
後
、
配
布
さ
れ
た
円
盤

さ
わ
や
か
な
朝
はラジ

オ
体
操
か
ら

型
の
カ
ー
ド
に
参
加
し
た
証

あ
か
し

に
印
鑑

を
も
ら
う
た
め
、
競
っ
て
整
列
。
こ

の
間
の
皆
勤
賞
は
十
三
名
で
、
最
終

日
に
は
、
参
加
賞
が
子
ど
も
た
ち
に

手
渡
さ
れ
て
い
た
。

多
く
の
親
子
が
、
不
規
則
に
な
り

が
ち
な
夏
休
み
を
歴
史
あ
る
ラ
ジ
オ

体
操
で
、
爽
や
か
な
一
日
の
ス
タ
ー

ト
を
き
っ
て
い
た
。

昭
和
３
年
　
簡
易
保
険
局
を
中
心

に
日
本
放
送
協
会
、
文
部
省
等
の

協
力
の
下
、
旧
ラ
ジ
オ
体
操
第
一

を
制
定
。
ラ
ジ
オ
放
送
開
始
。

昭
和
７
年
　
青
年
向
き
に
旧
ラ
ジ

オ
体
操
第
二
を
制
定
。
全
国
ラ
ジ

オ
体
操
の
会
始
ま
る
。

昭
和
20
年
　
八
月
十
五
日
旧
ラ
ジ

オ
体
操
を
中
止
。

昭
和
26
年
　
現
在
の
ラ
ジ
オ
体
操

第
一
を
制
定
。

昭
和
27
年
　
職
場
向
け
と
し
て
現

在
の
ラ
ジ
オ
体
操
第
二
を
制
定
。

昭
和
31
年
　
現
在
の
「
ラ
ジ
オ
体

操
の
歌
」（
藤
浦
洸
作
作
詞
、
藤

山
一
郎
作
曲
）
を
発
表
。

昭
和
37
年
　
一
千
万
人
ラ
ジ
オ
体

操
祭
開
始
。
以
降
毎
年
一
千
万
人

ラ
ジ
オ
体
操
祭
が
各
地
で
開
催
さ

れ
る
。

平
成
11
年
　
「
み
ん
な
の
体
操
」

を
制
定
。

ラ
ジ
オ
体
操
の
主
な
歴
史

音別町パシクル自然公園で昼食

芽室町ビート畑前で水を補給

キ
ロ

キ
ロ

メ
ー
ト
ル
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苫前町教育委員会 苫前町公民館  電話 5－4076
E-mail：tph@jasmine.ocn.ne.jp　HPアドレス：http://www1.ocn.ne.jp/̃tomamae/

～あなたの生涯学習、応援します～ お問い合わせ・ご相談は… 

社会教育からのお知らせ 社会教育からのお知らせ 

○「スポーツの“でみせ”！」
やってみたいと思うスポーツ（体育協会に加盟してい　
る団体のスポーツ）がどれでも体験できます。どなたで　
も参加できますので、興味のある方は是非どうぞ！
日　時：１０月１０日（日）13：00～15：00
場　所：スポーツセンター及び周辺社会体育施設
対　象：全町民

主催　苫前町体育協会　苫前町スポーツ少年団本部　苫前町スポーツセンター
※　詳しくは新聞折り込みでお知らせします。

○体力テスト会
自分の体力を知り、みんなで健康づくりを！
日　時：１０月１０日（日）10：00～12：00
場　所：苫前町スポーツセンター
区　分：①少年

②一般64歳以下
③一般65歳以上

体育の日記念事業「スポーツの“でみせ”!」
スポーツ少年団/町民体力テスト会の開催

☆ラッコクラブ
日　時　10月21日（水）9：30～11：30
場　所　苫前福祉センター
対　象　妊娠５ケ月以上のお母さん

１歳未満の乳児と保護者
内　容　離乳食調理実習

先輩ママさんの体験談

☆のびのびサークル
日　時　１０月６日（水）10：00～12：00
場　所　苫前福祉センター
対　象　１歳～３歳の幼児と保護者
内　容　設定あそび

（おもいきり走り回って遊びましょう！）

☆カンガルースクール
日　時　９月23日（木）９：30～11：30
場　所　池田農園（字古丹別）
対　象　３歳～入学前の幼児と保護者
内　容　さつまいも掘り

子育て支援インフォメーション室内サッカー教室
日　時：１０月　２日（土）9：００～
場　所：苫前町スポーツセンター
対　象：小学生（４年生以上）～中学生
参加料：無料
締　切：９月２８日（火）

苫前町公民館まで
申込み願います。

その他：運動靴・汗拭き用タオルを
持参願います。

室内ミニサッカー大会
日　時：１０月３０日（土）9：００～
場　所：苫前町スポーツセンター
対　象：小学生の部（４年生以上）／中学生の部

１チーム（５人以上７人以内）
参加料：１人５００円
その他：運動靴・汗拭き用タオルを持参願います。
※詳細につきましてはチラシでお知らせいたします。
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今
月
の
担
当
は
加
藤
保
健
師
長
で
す
。 
「
転
ば
ぬ
先
の
転
倒
予
防
」 

健　　康 
ばんざい 

⑤
薬
＝
副
作
用
と
し
て
、
ふ
ら
つ
き

な
ど
を
催
す
も
の
も
あ
る
。

◇
外
的
要
因

①
住
環
境
＝
家
庭
内
事
故
の
多
く
が

転
倒
で
す
。
段
差
や
暗
が
り
に
注

意
が
必
要
で
す
。

②
外
出
時
の
環
境
変
化

①
骨
粗
し
ょ
う
症
を
防
ご
う
！

カ
ル
シ
ウ
ム
を
し
っ
か
り
と
り
、

ア
ル
コ
ー
ル
や
煙
草
な
ど
カ
ル
シ
ウ

ム
の
吸
収
を
妨
げ
る
も
の
は
控
え
め

に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ス
ト
レ
ス

を
溜
め
な
い
よ
う
に
。

②
適
度
な
運
動
を
し
ま
し
ょ
う
！

③
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
取
り
ま

し
ょ
う
。

④
外
出
時
の
注
意
！

動
き
や
す
い
服
装
や
歩
き
や
す
い

靴
で
外
出
し
、
道
路
の
段
差
に
は
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
住
ま
い
の
整
備
を
！

座
布
団
や
じ
ゅ
う
た
ん
の
浮
き
上

が
っ
た
部
分
に
、
足
を
引
っ
掛
け
や

す
い
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

廊
下
な
ど
の
足
元
を
照
ら
す
常
夜
灯

な
ど
で
、
夜
で
も
足
元
を
明
る
く
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

六
十
五
歳
以
上
の
方
は
、
年
に
２

割
の
方
が
転
倒
し
、
な
か
に
は
骨
折

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
寝
た
き
り
に

な
る
方
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

転
倒
す
る
こ
と
で
恐
怖
心
が
生
ま

れ
、外
に
出
る
こ
と
が
少
な
く
な
り
、

身
体
機
能
も

低
下
す
る
場

合
も
あ
り
ま

す
。

◇
内
的
要
因
（
老
化
現
象
や
病
気
に

伴
う
障
害
）

①
バ
ラ
ン
ス
感
覚
の
低
下
＝
平
衡
感

覚
の
低
下
か
ら
と
っ
さ
の
判
断
が

遅
れ
る
。

②
視
力
の
低
下
＝
老
眼
や
目
の
病
気

の
た
め
、
小
さ
な
障
害
物
に
気
づ

き
に
く
く
な
る
。

③
関
節
の
障
害
＝
関
節
が
ス
ム
ー
ズ

に
動
か
な
く
な
り
、
身
体
が
対
応

し
に
く
く
な
る
。

④
神
経
の
働
き
の
低
下
＝
全
身
の
末

梢
神
経
の
働
き
が
低
下
し
、
目
や

耳
、
手
足
な
ど
か
ら
の
情
報
量
が

少
な
く
な
る
。

町
で
は
、
毎
年
「
骨
骨
ヘ
ル
シ
ー

教
室
」
を
苫
前
、
古
丹
別
の
両
地
区

で
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
予

定
し
て
お
り
ま
す
の
で
是
非
参
加
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
苫
前
厚
生

病
院
の
理
学
療
法
士
を
講
師
に
「
転

ば
ぬ
先
の
転
倒
予
防
教
室
」
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
町
民
課
け
ん
こ
う
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

昨
年
三
月
か
ら
閉
院
と
な
っ
て
い

た
種
田
医
院
に
、
八
月
十
六
日
診
療

所
「
苫
前
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
が
オ
ー
プ

ン
し
た
。
開
業
し
た
の
は
小
野
哲
郎

医
師
（
50
才
＝
中
頓
別
国
保
病
院
長

を
八
月
九
日
退
職
）。

小
野
院
長
は
、
日
頃
か
ら
地
域
に

密
着
し
た
医
療
を
展
開
し
た
い
と
の

想
い
か
ら
開
業
に
至
り
、「
住
民
と
の

接
点
に
強
く
絆
を
も
っ
て
、
医
療
の

み
な
ら
ず
社
会
生
活
全
般
の
お
付
き

合
い
を
し
た
い
。
総
合
病
院
で
は
で

き
な
い
、
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
を

展
開
し
、
在
宅
中
心
の
医
療
支
援
に

務
め
た
い
。
体
制
を
整
備
中
で
は
あ

る
が
、
訪
問
診
療
も
依
頼
が
あ
れ
ば
、

積
極
的
に
出
か
け
ま
す
。」と
地
域
医

療
に
も
積
極
的
な
姿
勢
を
示
し
て
い

る
。ま

た
、
苫
前
町
の
印
象
は
「
と
て

も
優
し
い
方
ば
か
り
で
、
安
心
し
て

い
ま
す
。
海
産
物
や
農
産
物
も
豊
富

と
聴
き
、
と
て
も
楽
し
み
し
て
い
ま

す
。」と
や
さ
し
く
語
っ
て
く
れ
た
。

ま
た
、
診
察
を
受
け
た
患
者
さ
ん

か
ら
も
「
優
し
そ
う
な
方
で
、
話
も

わ
か
り
や
す
い
。」
と
反
応
も
上
々
。

亡
種
田
卓
郎
医
師
の
あ
と
、
医
師

不
在
と
な
っ
て
い
た
苫
前
地
区
に
、

住
民
待
望
の
診
療
所
開
設
と
あ
っ
て
、

多
く
の
患
者
が
訪
れ
て
い
る
。

苫
前
ク
リ
ニ
ッ
ク

小
野
医
師
開
業

転
倒
を
防
ぐ
た
め
に

氏 名
生年月日
出 身 地
家族構成

趣味特技

出身大学
診療科目
診療時間

小野哲郎
昭和２８年９月２５日生
鹿児島県鹿児島市
妻とお子さん三人
（お子さんは東京で高校・大学
に在学中）
球技が好きで主にテニスが得意。
苫前では釣りに挑戦したい。
長崎大学医学部
内科、小児科、外科
月･火･木･金は午前8時から午後7時
水･土･日は、午前中

な
ぜ
転
倒
し
て
し
ま
う
の
か
？

その他 
18.2％ 脳血管疾患 

30.3％ 

高齢者による衰弱 
14.9％ 

痴ほう 
12.2％ 

転倒・骨折 
11.7％ 

リウマチ・関節炎 
6.8％ 

心臓病 
5.9％ 

65歳以上の寝たきり要因

寝たきりの原因の
約１割が転倒・骨折です。
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つくろう健康　幸せの未来づくり

国民健康保険・老人保健ガイド

す
こ
や
か
ラ
イ
フ 

介護保険･福祉 

苫
前
町
の
国
保
で
は
保
健
事
業
の

一
環
と
し
て
、
毎
年
四
月
一
日
か
ら

翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
で
、

二
ヵ
年
以
上
継
続
し
て
一
度
も
病
院

な
ど
に
か
か
ら
ず
（
無
受
診
）、
し
か

も
国
保
の
保
険
税
を
全
期
納
期
内
に

完
納
さ
れ
た
世
帯
に
対
し
、
記
念
品

（
温
泉
入
浴
回
数
券
）
を
贈
り
表
彰
し

て
い
ま
す
が
、
本
年
度
は
九
世
帯

（
前
年
度
七
世
帯
）
が
対
象
と
な
り
、

八
月
三
十
日
受
賞
者
へ
表
彰
状
並
び

に
記
念
品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
（
世
帯
主
名
）

は
次
の
方
々
で
す
。

来
年
度
以
降
も
、
さ
ら
に
多
く
の

世
帯
が
国
保
優
良
世
帯
表
彰
の
対
象

と
な
る
よ
う
保
険
税
の
納
期
内
納
入

と
家
族
全
員
の
健
康
保
持
増
進
に
日

頃
か
ら
心
が
け
ま
し
ょ
う
！

生
活
習
慣
病
は
、「
自
分
は
健
康
だ

か
ら
大
丈
夫
」
と
思
っ
て
い
て
も
、

運
動
不
足
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
で
、
気

づ
か
な
い
う
ち
に
、
じ
わ
じ
わ
と
進

行
し
て
い
る
病
気
で
す
。
早
め
に
生

活
習
慣
を
見
直
し
て
、
改
善
す
れ
ば

健
康
に
も
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
年

に
一
度
は
健
康
診
査
を
受
け
て
病
気

の
予
防
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

年
に
一
度
は
健
康
診
査
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

《
敬
称
略
》

○
四
年
連
続
表
彰
〜
一
世
帯

長
瀬
ミ
ツ
エ
　
（
字
苫
前
）

○
三
年
連
続
表
彰
〜
二
世
帯

渡
邊
　
政
美
（
字
苫
前
）

成
田
　
綾
子
（
字
古
丹
別
）

○
二
年
連
続
表
彰
〜
六
世
帯

蓮
見
ハ
チ
エ
（
字
力
昼
）

越
後
　
勝
生
（
字
苫
前
）

今
　
千
代
野
（
字
古
丹
別
）

西
谷
　
稠
子
（
字
古
丹
別
）

横
山
　
定
栄
（
字
古
丹
別
）

但
野
　
亀
輔
（
字
古
丹
別
）

国
保
優
良
世
帯
（
平
成
十
六
年
度
表
彰
世
帯
）

国
保
優
良
世
帯
の
表
彰
を
実
施
し
ま
し
た

お問い合わせ先　苫前町役場町民課しあわせ係
TEL 01646-4-2215（内線273）まで

Ｑ　高額介護サービス費って何ですか？

Ａ　介護保険には、「高額介護サービス費の支給」とい

う制度があります。これは、自己負担していただく金額

の上限を設定し、一定額を超えたときに、申請書に領収

書を添えて提出していただくことにより、上限額と自己

負担額の差額を返納する制度です。

同じ月内に利用した介

護保険サービスの自己負

担合計額が一定額を超え

たときに利用できます。

また、同一世帯内に複数

の高齢者がいる場合は、

世帯内で合算することが

できます。上限額は右記

の表のとおりです。

高額介護サービス費について

高額介護サービス費の上限（世帯合計）

○一般世帯　　　　　　　　　　３７，２００円

○世帯全員が住民税非課税　　　２４，６００円

○生活保護の受給者

○世帯全員が住民税非課税で　　１５，０００円

老齢福祉年金の受給者

自己負担した費用金額が上記金額（食事代や日常生活費

を除く）を超えた場合、超えた費用が返還されます。
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毎
月
納
め
る
保
険
料
。「
忙
し
く
て

納
め
に
い
け
な
い
」、「
つ
い
忘
れ
て

し
ま
う
」、「
少
し
で
も
安
く
納
め
た

い
」
と
い
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
保
険
料
は
次
の
よ
う
な
方
法
で

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
金
融
機
関
…
納
付
書
を
持
参
し
、

郵
便
局
、
銀
行
、
農
協
漁
協
、
信
用

組
合
、
信
用
金
庫
、
労
働
金
庫
、
社

会
保
険
事
務
所
で
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

②
コ
ン
ビ
ニ
…
納
付
書
に
記
載
さ
れ

て
い
る
コ
ン
ビ
ニ
で
、
納
付
書
を
持

参
し
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
口
座
振
替
…
あ
な
た
の
指
定
す
る

口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落
と
し
ま

す
。
申
し
込
み
は
、
納
付
書
に
同
封

の
「
国
民
年
金
保
険
料
口

座
振
替
納
付
申
出
書
」
と

「
口
座
振
替
依
頼
書
」
を
使

用
し
、
必
要
事
項
を
記
入

押
印
し
て
金
融
機
関
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

④
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
…
自
宅

等
の
パ
ソ
コ
ン
、携
帯
電
話
、

Ｐ
ａ
ｙ-

ｅ
ａ
ｓ
ｙ
マ
ー
ク

が
表
示
さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
納
め
ま

す
。
金
融
機
関
と
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
バ
イ
キ
ン
グ
契
約
が
必
要
で
す
の

で
、
ご
利
用
は
金
融
機
関
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⑤
前
納
す
る
…
一
年
分
、
半
年
分
な

ど
ま
と
め
て
納
め
る
と
割
引
が
あ

り
、
現
金
納
付
や
口
座
振
替
で
前
納

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、

一
年
分
を
前
納
し
た
場
合
、
月
々
納

付
に
比
べ
、
二
千
八
百
三
十
円
割
引

き
と
な
り
ま
す
。

納
付
方
法
な
ど
の
質
問
は
、
役
場

町
民
課
住
民
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

日
頃
か
ら
、
自
分
の
年
金
に
つ
い

て
、
疑
問
に
思
っ
て
い
る
事
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
年
金
は
将
来
生
活
し
て

い
く
上
で
大
切
な
収
入
源
で
す
。

「
私
の
年
金
は
、
ど
う
な
っ
て
い

る
の
？
」
・
「
ど
の
く
ら
い
納
め
れ

ば
年
金
を
受
け
取
れ
る
の
？
」
・

「
す
ぐ
に
納
め
ら
れ
な
い
ん
だ
け
ど
、

ど
う
し
た
ら
い
い
の
？
」
な
ど
様
々

な
疑
問
･
質
問
相
談
に
応
じ
る
「
年

金
な
ん
で
も
相
談
」
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

◇
日
時
　
十
月
十
四
日
（
木
）

午
前
十
時
〜
午
後
四
時

◇
場
所
　
役
場
二
階
大
会
議
室

な
お
、
当
日
会
場
で
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
北
海
道
社
会
保
険
事

務
局
留
萌
事
務
所
国
民
年
金
業
務
課

（
�
〇
一
六
四
―
四
三
―
七
二
一
一
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
年
金
な
ん
で
も
相
談
」
開
催

保
険
料
の
納
め
方
選
べ
ま
す
！

人が幸せな生活を送るためには、
個人の自由が保障されなければな
りません。しかし、それは個人個
人の言論や行動が無制限に許され
るものではありません。個々人は
同じように尊重されるべき自由を
持っており、それぞれの自由が衝
突することもあるからです。
法は、個人と個人との自由の調

整を図って、安定した社会生活を
送れるようにする役割を果たして
いるのです。
「法の日」は、国民の皆さんに

法の役割や重要性を考えていただ
くきっかけとして設けられました。
是非この機会に、法や裁判の問

題を皆さん自身の問題として考え
ていただきたいと思います。
裁判所、法務省、検察庁及び弁

護士会では、１０月１日からの１
週間を「法の日」週間として、全
国各地で講演会、無料法律相談な
ど各種行事を実施いたします。

◎無料法律・調停相談会
日時１０月２０日（水）

午前10時～午後４時
場所旭川ターミナルホテル６階
※詳しくは旭川家庭裁判所総務課
へお問い合わせください。
℡０１６６－５１－６２５１

10月１日は「法の日」

遺言や大切な契約は公証役場で
１０月１日から１０月７日は公証週間です。

公正証書は、国から任命された法律の専門家
の公証人が作成する公文書です。
遺言、離婚給付、金銭貸借、土地建物賃貸借

など大切な契約を公正証書にしておくことで権
利の争いを防ぎ、あなたの財産を守ります。
ご相談は、公証週間に関係なく土曜、日曜、

祝日を除き無料で、また、電話でも行っていま
すので、お気軽にご利用ください。
◇旭川公証人役場
旭川市４条通９丁目　朝日生命旭川ビル２階
ＴＥＬ　（０１６６）２３－００９８
ＦＡＸ　（０１６６）２２－５５５３
◇名寄公証役場
名寄市西１条南９丁目３５
TEL・FAX （０１６５４）３－３１３１

愛
情
と
対
話
で
防
ご
う

少
年
の
家
出

◇
非
行
防
止
は
家
庭
か
ら
！

子
ど
も
が
家
に
寄
り
付
か
な
く
な

る
の
は
、
非
行
の
第
一
歩
で
す
。
家

庭
の
会
話
や
家
族
の
団
ら
ん
に
心
が

け
、
子
ど
も
が
家
に
い
て
安
ら
ぐ
こ

と
の
で
き
る
家
庭
を
造
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

◇
こ
ん
な
兆
候
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

知
ら
な
い
人
か
ら
の
呼
び
出
し
が

頻
繁
に
か
か
っ
て
く
る
よ
う
に
な

り
、
そ
の
都
度
で
か
け
る
よ
う
に
な

っ
た
。

交
友
関
係
が
変
わ
っ
て
言
葉
遣
い

が
悪
く
な
っ
た
。
服
装
や
髪
型
が
派

手
に
な
っ
た
。

少
年
相
談
一
一
〇
番
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

〇
一
二
〇
―

六
七
七
―
一
一
〇

９
月
11
日
は

「
警
察
相
談
の
日
」

警
察
で
は
、
身
の
回
り
に
お
け
る

事
件
や
事
故
、
不
安
な
出
来
事
な
ど

生
活
の
安
全
に
関
す
る
幅
広
い
相
談

に
応
じ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
警
察

業
務
に
つ
い
て
の
要
望
･
意
見
も
受

け
て
お
り
ま
す
。

「
警
察
相
談
」
専
用
電
話

「
＃
９
１
１
０
」
へ

プ
ッ
シ
ュ
回
線
電
話
、
公
衆
電
話
、

携
帯
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
の
み
と
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
電

話
の
方
は
、

旭
川
〇
一
六
六
―
三
四
―
九
一
一
〇

へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

羽
　
幌
　
警
　
察
　
署

マ
イ
プ
ラ
ン
を
し
っ
か
り
と

国
民
年
金
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平成17年度 学生募集

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

特
定
計
量
器
（
非
自
動
は
か
り
）

定
期
検
査
の
お
知
ら
せ

住まいる
ス マ イ ル

情報
I n f o r m a t i o n
住まいる
ス マ イ ル

情報

道立旭川高等技術専門学院では、平
成17年度の生徒を募集しています。

◇科　　目
電子工学科、自動車整備科、印刷　
デザイン科、色彩デザイン科、建築
技術科造形デザイン科（共に定員20
名）
◇応募受付期間
平成１６年１１月１日～２０日
◇応募資格
学校教育法による高等学校を卒業　
した方（平成17年３月高卒予定者含　
む）。若しくは、これと同等以上の
学力を有すると認められる方
◇選考日及び選考科目
１２月６日、学力試験（国語、就学）
職業適性検査・面接
◇必要経費
検定料 2,200円、入学料 5,650円
授業料 111,600円（年額）
実費経費（1年次）
110,000円～190,000円（教科書・
私物工具・研修費等）
◇お問い合わせ先
北海道立旭川高等技術専門学院
�０１６６－６５－６６６７

北
海
道
で
は
、
不
妊
治
療
を
受
け

て
い
る
方
の
経
済
負
担
の
軽
減
を
目

的
と
し
て
、
平
成
十
六
年
十
月
一
日

か
ら
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
を

開
始
し
ま
す
。

▽
対
象
と
な
る
治
療

体
外
受
精
及
び
顕
微
受
精
（
以
下

「
特
定
不
妊
治
療
」
と
い
う
。）
の
み

で
す
。
な
お
、
夫
婦
以
外
の
第
三
者

か
ら
提
供
を
受
け
た
精
子
・
卵
子
・

胚
に
よ
る
不
妊
治
療
や
代
理
母
、
借

り
腹
に
よ
る
も
の
は
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
平
成
十
六
年
四
月
一

日
以
降
の
治
療
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

▽
助
成
の
額
及
び
期
間

特
定
不
妊
治
療
に
要
し
た
費
用
に

対
し
て
、
一
年
度
当
た
り
十
万
円
を

限
度
に
通
算
二
年
間
で
す
。
た
だ
し
、

治
療
に
要
し
た
費
用
が
二
十
万
円
に

満
た
な
い
と
き
は
、
そ
の
二
分
の
一

の
額
を
助
成
し
ま
す
。

▽
対
象
者

特
定
不
妊
治
療
以
外
の
治
療
法
に

よ
っ
て
は
妊
娠
が
見
込
め
な
い
か
、

極
め
て
少
な
い
と
医
師
に
診
断
さ
れ

た
方
で
次
の
要
件
を
満
た
す
者

・
道
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

・
法
律
上
婚
姻
を
し
て
い
る
こ
と

・
夫
婦
の
前
年
所
得
合
計
額
が
六
百

五
十
万
円
未
満
で
あ
る
こ
と

・
知
事
の
指
定
し
た
医
療
機
関
で
治

療
し
た
こ
と

そ
の
ほ
か
申
請
手
続
き
な
ど
、
詳

し
い
詳
細
は
、
留
萌
保
健
福
祉
事
務

所
保
健
福
祉
部
子
ど
も
・
保
健
推
進

課
子
ど
も
未
来
係
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

�
〇
一
六
四
―
四
二
―
一
五
一
一

業
務
上
（
取
引
ま
た
は
証
明
行
為
）

に
使
用
す
る
は
か
り
は
、
二
年
に
一

度
計
量
法
に
定
め
ら
れ
た
定
期
検
査

を
受
け
る
こ
と
が
、
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

北
海
道
計
量
検
定
所
旭
川
支
所
で

は
、
次
の
日
程
に
よ
り
特
定
計
量
器

（
小
型
は
か
り
）の
定
期
検
査
を
行
い

ま
す
の
で
、
該
当
す
る
事
業
主
の
皆

様
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

◇
実
施
日
及
び
場
所

九
月
十
六
日
（
木
）
午
後
一
時
三
十

分
〜
四
時
＝
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

九
月
十
七
日
（
木
）
午
前
九
時
三
十

分
〜
十
一
時
＝
町
公
民
館

詳
し
く
は
、
役
場
企
画
振
興
課
商

工
観
光
係
（
四
―
二
二
一
二
）
ま
で

戸
籍
の
小
箱

慎
ん
で
お
悔
み

申
し
上
げ
ま
す

浅
井
　
繁
夫
（
65
歳
）
７
月
18
日

古
丹
別

濱
野
正
治
郎
（
74
歳
）
７
月
28
日

旭
　

寺
林
フ
デ
ヨ
（
88
歳
）
７
月
30
日

旭
　

折
舘
徳
太
郎
（
70
歳
）
７
月
30
日

昭
　
和

氏
名

年
齢

住
所

死
亡
日

小
野
　
華
弥

は
る
や

幸
裕
／
由
記
７
月
２
日
古
丹
別

氏
　
名

父
・
母

出
生
日

ご
成
長
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

長男

住
所

苫
前
町
へ
の
寄
付

○
岩
　
見
　
花
　
井
　
忠
　
昭
　
様

○
古
丹
別
　
伊
　
藤
　
妙
　
子
　
様

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄
付

○
瀬
棚
町

ア
ジ
ア
ン
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
モ
ー
シ
　

ョ
ン
代
表

畠
　
中
　
浩
　
旭
　
様

○
苫
前
町
　ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
　
様

○
　
旭
　
　
寺
　
林
　
俊
　
明
　
様

各
町
内
会
等
へ
の
寄
付

（
旭
町
内
会
へ
）

○
　
旭
　
　
寺
　
林
　
俊
　
明
　
様

(

昭
和
町
内
会
へ
）

○
昭
　
和
　
折
　
舘
　
リ
ツ
子
　
様

（
旭
親
老
人
ク
ラ
ブ
へ
）

○
　
旭
　
　
寺
　
林
　
俊
　
明
　
様

（
昭
和
女
性
部
へ
）

○
昭
　
和
　
折
　
舘
　
リ
ツ
子
　
様

（
旭
女
性
部
へ
）

○
　
旭
　
　
寺
　
林
　
秋
　
子
　
様

（
平
和
の
鐘
協
賛
会
へ
）

○
古
丹
別
　
中
　
野
　
愛
　
子
　
様

ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

納期内納入にご協力願います。

9月 町税の納期

今月は、国民健康保険税
介護保険料
の納入月です。

苫前町の交通事故情報
平成16年７月末現在

交通事故死ゼロ日数は

６月30日現在で90日

発生件数

６件

死者数

１人

負傷者数

８人



広報とままえ　９月号 14頁

このコーナーは、町内の保

育所（園）や小中学校の園

児や児童生徒の作品を紹介

します。ひとりでも多くの

作品を紹介したいと思って

います。

10月号の予定は古丹別保

育所の幼児のみなさんで

す。

羽幌町との町境、国道２３２号線沿いの川村正雄さん宅（写真左）では、ペチニアやサルビア、マリーゴールドなど６
種類の花が植栽されています。主に、手入れを行っているのは奥さんのせ江子さん（66才）。２月に苗作りから始め、何
株あるかわからないほどたくさんの花を見事に咲かせています。
一方、町道旭長島線沿いにある平野忠さん宅（写真右）では、丸い花壇いっぱいに植栽され、横で水車が回り思わず立
ち止まりたくなるようなきれいなお庭となっています。

町内では、自宅の庭に色鮮やかな花が植栽され、
通行する方々の目を楽しませてくれる家庭が数多く
見られます。
その中でも、よく目に留まるお庭をご紹介します。

力昼小学校児童の作品

風力発電の売電状況
（町営分）

16年の実績（１～７月分）
２７，１３１，０７６円

平成16年７月分の実績
・供給電力量
７１，７３０ｋＷｈ
９００，０３１円

（設備利用率４．２５％）

▽
八
月
は
「
夏
の
甲
子
園
」
に
、
ア

テ
ネ
で
開
催
さ
れ
た
「
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
」
と
寝
不
足
に
な
っ
た
方
も
多
い

の
で
は
…
。
▽
そ
れ
に
し
て
も
、
駒

大
苫
小
牧
の
快
進
撃
は
凄
ま
じ
い
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高
校

球
児
の
夢
で
あ
る
深
紅
の
優
勝
旗
が
、

初
め
て
津
軽
海
峡
を
渡
っ
て
き
た
。

▽
道
内
で
は
、
最
近
あ
ま
り
明
る
い

ニ
ー
ス
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

駒
大
苫
小
牧
ナ
イ
ン
の
あ
の
粘
り
強

い
打
撃
と
逆
転
に
次
ぐ
逆
転
に
よ
る

試
合
展
開
に
、
北
海
道
全
体
が
一
喜

一
憂
し
、
興
奮
と
喜
び
に
舞
い
上
が

り
ま
し
た
。
▽
こ
の
優
勝
は
、
道
内

高
校
球
児
の
目
標
を
「
甲
子
園
出
場
」

か
ら
「
全
国
制
覇
」
と
広
げ
、
益
々

高
校
野
球
か
ら
目
が
離
せ
な
く
な
り

そ
う
。
▽
一
方
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女

子
柔
道
で
は
、
旭
川
出
身
の
上
野
選

手
が
見
事
、
金
メ
ダ
ル
。
こ
れ
も
す

ご
か
っ
た
で
す
ね
。
▽
私
も
何
か
ひ

と
つ
、
人
よ
り
長
け
た
も
の
が
ほ
し

か
っ
た
…
。

編

集

雑

記

帳

ちびっこギャラリー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ちびっこギャラリーちびっこギャラリー

『泳げウォーター　
ボーイズ』

手の形を作る
のがなかなか
むずかしかっ
た。支える台
を水泳にちな
んで海にした。

６年

金澤　恒慧くん

『愛鳥週間』

色をぬるのと
くべつするの
がたいへんだ
った。

５年

蓮見　一輝くん

『ウサちゃん』

色をぬるのが
たいへんでし
た。

２年

若狭　未来さん

『愛鳥週間』

うしろの木が
くっついてし
まった。
ツルがうまく
いった。

６年

福井　和良くん

『ラジコンと
鳥と車』

車にぴったりな形
があったからラッ
キだった。作るの
は大変だったけど
楽しかった。

２年

佐藤　翔太くん


